
2 0 2 3 年 ４ 月 12 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 

第 238 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 
 

【不適合関係】 

・3 月 9 日 核物質防護に関する不適合情報（区分：Ⅲ）                           〔P.2〕 

・3月３０日 6 号機タービン建屋（管理区域）におけるけが人の発生について（区分：Ⅲ） 

〔P.3〕 

・４月 11 日 柏崎刈羽原子力発電所での火災・発煙の発生について（区分：Ⅰ）   〔P.5〕 

 

【発電所に係る情報】 

・3 月 8 日 柏崎刈羽原子力発電所の保安規定変更認可申請について         〔P.7〕 

・３月 9 日 ７号機燃料チャンネル着脱機の機能確認                   〔P.8〕 

・3月 14 日 柏崎刈羽原子力発電所の特定重大事故等対処施設に関する原子炉設置変更 

許可申請について                          〔P.9〕 

・3月 15 日 柏崎刈羽原子力発電所の保安規定変更認可について                    〔P.10〕 

・3月 17 日 人事通知                             〔P.11〕 

・3月 24 日 福島第一原子力発電所、福島第二原子力発電所、柏崎刈羽原子力発電所の 

「原子力事業者防災業務計画」の修正ならびに届出について       〔P.12〕 

・3月 27 日 7 号機における原子炉系主要設備の健全性確認の進捗状況について   〔P.13〕 

・3月 27 日 低レベル放射性廃棄物の輸送終了について              〔P.14〕 

・3月 30 日 2023 年度使用済燃料等の輸送計画について                            〔P.16〕 

・3月 30 日 柏崎刈羽原子力発電所における使用済燃料の 2023 年度号機間輸送計画に 

ついて                                                             〔P.17〕 

・3月 30 日 規制料金値上げ申請に係る再算定について               〔P.18〕 

・4月 10 日 3 号機における高経年化対策に関する原子炉施設保安規定の変更認可申請書 

の補正について                                                     〔P.20〕 

 

【その他】           

・4月 12 日 広報活動の取組み事項について                            〔P.22〕 

 

【福島第一原子力発電所に関する主な情報】 

・3 月 30 日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの進捗状況 

   〔別紙〕 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他  上記以外の不適合事象 
 



東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1

原子力規制庁による追加検査における行動観察の中で、周辺防護区域および防護区域への入域手続き
として見張人が手荷物検査を行う際、金属探知機による検査をしていたが、手荷物の中身の目視確認が
不十分であるとご指摘をいただいたことからその手順を見直した。また、その手順を踏まえ、全所員およ
び協力企業に対しても手荷物の封を開けるなどの協力を周知した。

2022/08/22

2

原子力規制庁による追加検査における行動観察の中で、見張人が正門で人定確認をする際、バスの座
席によって、一部正面から確認が出来ていない場合があったことから、不十分な人定確認となる可能性
があるとご指摘をいただいた。そのため、正面から確認するよう見張り人を指導するとともに手順を見直し
た。その手順を踏まえ、全所員および協力企業に対しても人定確認が行いやすいよう、座席により窓を開
けるなどの協力を周知した。

2022/07/29

３．公表区分Ⅲ　　　　　　２件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件

２０２３年３月７日（火）にパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

2023年3月9日

2

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf


 

2023年 3月 30日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 

区分：Ⅲ 

号機 6号機 

件名 タービン建屋（管理区域）におけるけが人の発生について 

不適合の 

概要 

 

2023年 3月 29日午後 4時 18分頃、6号機タービン建屋 1階タービンバイパス弁＊1エリ

ア（管理区域）で耐震強化工事に従事していた協力企業作業員が、鋼材を運搬中に階段で

躓き体勢を崩し、グレーチング＊2 に右手をついた際に小指を負傷したことから、午後 5

時 25分に業務車にて病院へ搬送しました。 

 なお、本人は意識があり、身体汚染もありません。 

 

 

＊1 タービンバイパス弁 

  負荷変動時などに原子炉で発生した蒸気が主タービンの必要とする流量以上と 

なった場合に主タービンをバイパスし、直接主復水器へ送気して原子炉圧力を 

一定に保つ役割の弁。 

 

＊2 グレーチング 

   金属で作られた格子状の床 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 

安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 

■ 法令報告不要 

□ 調査・検討中 

対応状況 

病院での診察の結果、「右五指尖部裂創」（通院加療、全治 2週間）と診断されました。 

今回の事例を踏まえ、発電所関係者に周知し注意喚起を行うとともに、再発防止に努め

てまいります。 

けがの発生状況 

（グレーチングに右手をついた際に小指を負傷） 

 

グレーチング 
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柏崎刈羽原子力発電所６号機 タービン建屋 １階 

発生場所 
6号機 タービン建屋 1階 

タービンバイパス弁エリア（管理区域） 

展望台 

柏崎刈羽原子力発電所 
屋外 

発生場所概略図 
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柏崎刈羽原子力発電所の保安規定変更認可申請について 

 

2023年 3月 8日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

本日、当社は、柏崎刈羽原子力発電所の保安規定変更認可申請書を、原子力規制委員会

に提出しました。 

今回の申請は、2023年 2月 22日に施行された「実用発電用原子炉及びその附属施設の

位置、構造及び設備の基準に関する規則の解釈」等の改正を受け、原子炉建屋における水

素防護対策として原子炉格納容器ベントの位置付けを明確化するものです。 

 

当社は、引き続き同委員会による審査に真摯かつ丁寧に対応するとともに、福島第一原

子力発電所の事故から得られた教訓を踏まえ、更なる安全性、信頼性の向上に努めてまい

ります。 

 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 原子力報道グループ 03-6373-1111（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所の特定重大事故等対処施設に関する 

原子炉設置変更許可申請について 

 

2023 年 3 月 14 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

 当社は、本日、柏崎刈羽原子力発電所 6、7号機の特定重大事故等対処施設に関する原

子炉設置変更許可申請書を、原子力規制委員会へ提出しました。 

 

今回の申請は、特定重大事故等対処施設の一部構築物の構造変更に伴い、記載内容の一

部変更をするものです。 

 

引き続き、同委員会による審査に真摯かつ丁寧に対応するとともに、福島第一原子力発電

所の事故から得られた教訓を踏まえ、更なる安全性、信頼性の向上に努めてまいります。 

 

〇 特定重大事故等対処施設 

  発電所への意図的な航空機衝突等による大規模な損壊で広範囲に設備が使えない  

事態において、原子炉格納容器の破損を防止するために必要な原子炉圧力容器の減圧、

注水機能や原子炉格納容器の減圧・冷却機能等を備えた施設 

 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社  

広報室 原子力報道グループ 03-6373-1111（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所の保安規定変更認可について 

 

2023 年 3 月 15 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は、「放射性同位元素等の規制に関する法律施行規則」の一部改正に伴う新たな要

求事項への対応や、柏崎刈羽原子力発電所における安全対策に係る工事を行う発電所組

織の新設のため、2022 年 11 月 11 日に柏崎刈羽原子力発電所の保安規定変更認可申請書

を、原子力規制委員会へ提出しております。 

（2022 年 11 月 11 日お知らせ済み） 

 

3 月 14 日、同委員会より本申請について認可をいただきましたので、お知らせいたし

ます。 

 

当社は、引き続き同委員会による追加検査に真摯かつ丁寧に対応するとともに、福島第

一原子力発電所の事故から得られた教訓を踏まえ、更なる安全性、信頼性の向上に努めて

まいります。 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 原子力報道グループ 03-6373-1111（代表） 
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2023年3月17日
東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所

　以下の通り人事異動がありましたので、お知らせいたします。

日　付 新　役　職 現　役　職 氏　　名

＜副所長級＞

2023.4.1 稼ぐ力創造ユニット組織・労務人事室　 柏崎刈羽原子力発電所副所長　　 福澤
ふくざわ

　淳
じゅん

株式会社アトックス出向 兼　新潟本部　

2023.4.1 柏崎刈羽原子力発電所副所長 柏崎刈羽原子力発電所広報部長 割田　貴文
わりた　たかふみ

兼　新潟本部　

＜部長級＞

2023.4.1 柏崎刈羽原子力発電所広報部長 渉外・広報ユニット広報室 横井　清人
よこい　きよひと

広報企画グループマネージャー　

兼　経営企画ユニットＥＳＧ推進室　

兼　新経営理念プロジェクト本部事務局

＜課長級＞

2023.5.1 柏崎刈羽原子力発電所 柏崎刈羽原子力発電所 鈴木　寿光
すずき　としみつ

第一保全部　 第一保全部

兼　建築（第二）グループマネージャー　 建築（第二）グループマネージャー

兼　技術戦略ユニット土木・建築統括室

2023.5.1 東京電力エナジーパートナー株式会社 柏崎刈羽原子力発電所 土田　剛
つちだ　たけし

販売本部お客さま営業部 第一保全部　

ハウスプラス住宅保証株式会社出向 兼　技術戦略ユニット土木・建築統括室

　 以　　上

【本件に関するお問い合わせ】
東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表）
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【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 
 広報室 原子力報道グループ 03-6373-1111（代表） 

 

 

福島第一原子力発電所、福島第二原子力発電所、柏崎刈羽原子力発電所の 

「原子力事業者防災業務計画」の修正ならびに届出について 

 

2023 年 3 月 24 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は、2000 年 6 月に施行された原子力災害対策特別措置法に基づき、「原子力

事業者防災業務計画＊」を原子力発電所ごとに作成し、運用してまいりました。 

 

 同法の規定において、原子力事業者は「原子力事業者防災業務計画」を毎年見直

しするとともに、必要な場合はこれを修正することとしております。 

 

この度、福島県、新潟県をはじめ地元自治体と協議の上、福島第一原子力発電

所、福島第二原子力発電所および柏崎刈羽原子力発電所の「原子力事業者防災業務

計画」を内閣総理大臣ならびに原子力規制委員会に届出ましたので、お知らせしま

す。 

 

◯「原子力事業者防災業務計画」の修正要旨（修正日：2023 年 3 月 24 日） 

・原子力災害医療体制（オンサイト医療）の充実 

・オフサイトセンターへの派遣要員数等の変更 

・事業所外運搬 EAL（XSE61、XGE61）の修正 

・SPDS（ERSS）伝送項目の見直し（SFP 水位伝送開始に伴う読替文書の反映） 

・（福島第一原子力発電所のみ）JAEA 放射性物質分析・研究施設の設置に伴う周辺

監視区域の変更の反映 

 以 上 

＊ 原子力事業者防災業務計画 

  原子力災害対策特別措置法に基づき、原子力災害の発生および拡大の防止、な

らびに原子力災害時の復旧に必要な業務等について定めたもの。詳細は当社 HP

（https://www.tepco.co.jp/electricity/mechanism_and_facilities/power_ge

neration/nuclear_power/）をご参照ください。 
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（お知らせ） 

 

7号機における原子炉系主要設備の健全性確認の進捗状況について 

 

2023年 3月 27日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当所 7号機では、2023年 2月 24日より、原子炉系主要設備の健全性確認を進めており、

現在の進捗状況は以下のとおりです。 

・原子炉のふたを開放      ：2月 24日～3月 9日 

・燃料取替機の健全性確認  ：3月 10日～3月 23日 

・制御棒駆動機構の健全性確認  ：3月 24日～ 

・主蒸気隔離弁の健全性確認   ：準備中 

・主蒸気逃がし安全弁の健全性確認：準備中 

 

燃料取替機の健全性確認については、3 月 10 日より開始し、設定値の調整をしながら  

3月 23日までに一通りの動作確認を実施いたしました。 

 

また、3月 24日から、制御棒駆動機構の健全性確認を進めております。 

これは燃料取替機を使用してダブルブレードガイド（制御棒転倒防止器具）を原子炉内

に挿入した上で、原子炉の下から制御棒が正常に動作するかを確認するものです。 

 

なお、3 月 24 日の確認作業の中で、燃料取替機において警報が発生し、原子炉上部で  

ダブルブレードガイドを掴んだ状態で停止しましたが、機器に異常がないことを確認した

上で、警報を解除し、問題なくダブルブレードガイドを原子炉内に挿入しました。 

詳細原因については、現在プラントメーカにて調査をしており、その結果を踏まえて健

全性確認を継続してまいります。 

 

 原子炉系主要設備の健全性確認の進捗状況につきましては、今後も定期的にお知らせし

てまいります。 

 

  

添付：【参考】ダブルブレードガイドについて 

 
 

以 上  

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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低レベル放射性廃棄物の輸送終了について 

 

2023 年 3 月 27 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 

当社は、2022 年 3 月 29 日にお知らせしました「2022 年度使用済燃料等の輸送計画につ

いて」のとおり、柏崎刈羽原子力発電所から低レベル放射性廃棄物の輸送を行っておりま

したが、下記のとおり終了しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1. 輸送終了日  2023 年 3 月 26 日（日） 

 

2. 輸 送 数 量          ドラム缶 648 本 

                   （LLW－2 型輸送容器 81 個） 

 

3. 搬入側施設名  日本原燃株式会社 低レベル放射性廃棄物埋設センター 

 

4. 輸 送 船 名  青栄丸
せいえいまる

 

 

以 上 
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【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 

 

＜参考：輸送行程＞ 

（1）柏崎刈羽原子力発電所専用港 

       輸送船入港時刻                3月20日（月）8時20分 

輸送容器荷役開始日           3月20日（月）    

        輸送容器荷役終了日           3月21日（火） 

輸送船出港時刻                3月21日（火）15時40分 

 

（2）むつ小川原港、低レベル放射性廃棄物埋設センター 

輸送船入港時刻                   3月23日（木）7時20分 

輸送容器荷役開始日            3月25日（土） 

        陸 送 開 始 日                  3月25日（土） 

輸送容器荷役終了日           3月26日（日） 

        陸 送 終 了 日             3月26日（日）     
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【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 原子力報道グループ 03-6373-1111（代表） 

 

2023 年度使用済燃料等の輸送計画について 

 

2023 年 3月 30日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

  

 当社は、2023 年度使用済燃料等の輸送計画について、以下の通り計画しておりますので、お知

らせいたします。 

 

１． 使用済燃料輸送計画 

輸送予定はありません。 

２． 低レベル放射性廃棄物輸送計画 

輸送予定はありません。 

３． 新燃料輸送計画 

輸送予定はありません。 

 

※ なお、期中に変更があった場合は、改めてお知らせいたします。 

 
以 上 
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柏崎刈羽原子力発電所における使用済燃料の2023 年度号機間輸送計画について 

 

2023 年 3月 30日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所の使用済燃料プールで保管している使用済燃料の号機間輸送計画は、 

未定となっておりますのでお知らせいたします。 

  なお、期中に変更があった場合は、改めてお知らせいたします。 

 

 

 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社  

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ  0257-45-3131（代表） 
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規制料金値上げ申請に係る再算定について 
 

2023 年 3 月 30 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
東京電力エナジーパートナー株式会社 

 

東京電力エナジーパートナー（以下、「東電 EP」）は、本年１月、お客さまへの安定的な

電力供給を継続するため、経済産業大臣へ規制料金値上げを申請しております（2023 年 1

月 23 日お知らせ済み）。 

その後、本年 3月 22 日に経済産業大臣より、直近の燃料価格、卸電力市場価格等を踏ま

えて原価等の再算定を行うことについて要請をいただいております。また、1月 23 日に特

定小売供給約款（以下、「規制料金」）を変更認可申請させていただいた時点に比べ、足元

では燃料価格や卸電力市場価格が下落傾向にあり、これらの市況を適切に反映するため、

東電 EP は、規制料金について、燃料価格、卸電力市場価格の前提を見直したうえで原価等

の再算定を実施し、本日、経済産業大臣へ提出いたしました。 

 

＜再算定の内容＞ 

 燃料価格 市場価格  
規制料金 

の原価 

[３か年平均] 
算定 

期間 

 

原油 

 

LNG 石炭 対象月 

先物価格 

JEPX 

[全日] 

1 月 23 日 

申請時 

2022 年 

8～10 月 

96,630

円/kl 

152,786

円/t 

53,483

円/t 

2022 年 

10 月 

35.60 円

/kWh 

12,985 

億円 

3 月 30 日 

再提出時 

2022 年 11 月～

2023 年 1月 

82,572

円/kl 

132,509

円/t 

53,189

円/t 

2023 年 

2 月 

20.97 円

/kWh 

11,813 

億円 

※燃料価格について、直近の燃料価格実績（2022 年 11 月～2023 年 1 月の平均値）を原価に反映

するとともに、燃料費調整諸元を修正。また、市場価格についても直近（2023 年 2月）の先物

価格実績を原価に反映。 

 

見直し内容や実施時期等の詳細については、国の審査等を経た後に経済産業大臣の認可

を受けて決定されることになりますが、引き続き、国の審査に真摯に対応してまいります。 

 

 当社グループは、引き続き徹底した経営効率化に取り組み、電力を安定的にお届けする

とともに、省エネ・節電等のサポートを通じて、お客さまのご負担軽減に向け取り組みを

さらに充実してまいります。 

 

以 上 
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＜参考＞ 

①原価算定の前提諸元 

 1 月 23 日申請時 3 月 30 日再提出時 差異 

為替レート（円/＄） 140.1 138.8 ▲1.3 

原油 CIF（＄/ｂ） 109.7 94.6 ▲15.1 

LNGCIF（＄/ｔ） 1,090.8 954.9 ▲135.9 

石炭 CIF（＄/ｔ） 381.8 383.3 ＋1.5 

基準燃料価格（円/kl） 94,200 86,100 ▲8,100 

市場価格（円/kWh） 35.60 20.97 ▲14.63 

※為替レート、原油 CIF、LNGCIF、石炭 CIF 及び基準燃料価格は、貿易統計価格（2022 年 11 月

～2023 年 1 月の平均値）を参照（1月 23 日申請値は 2022 年 8～10 月の平均値） 

※市場価格は、2023 年 2 月の先物価格を参照（1月 23 日申請値は 2022 年 10 月の先物価格） 

 

②規制部門の料金原価等                          （税抜） 

 1 月 23 日申請時 3 月 30 日再提出時 差異 

規制部門の料金原価（億円） 

［3か年平均］ 
12,985 11,813 

▲1,172 （以下、参考） 

現行料金に基づく想定収入

からの不足額（億円） 

［3か年平均］ 

2,944 1,771 

平均値上げ幅（円/kWh） ＋9.16 ＋5.51 ▲3.65 

平均値上げ率（％） ＋29.3 ＋17.6 ▲11.7 

 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 経営報道グループ 03-6373-1111（代表） 
 

東京電力エナジーパートナー株式会社 
業務統括室 広報企画グループ 050-3116-3147（直通） 
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柏崎刈羽原子力発電所 3号機における高経年化対策に関する 

原子炉施設保安規定の変更認可申請書の補正について 

 

2023 年 4 月 10 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当所 3号機（沸騰水型軽水炉、定格電気出力 110 万キロワット）は 2023 年 8 月 11 日

に営業運転から 30 年が経過するため、「実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則
＊1」ならびに「実用発電用原子炉施設における高経年化対策実施ガイド（原子力規制委

員会制定）＊2」に基づき、高経年化技術評価＊3を行いました。 

 その評価結果に基づき長期施設管理方針＊4を策定し、2022 年 8 月 9 日に原子力規制委

員会に長期施設管理方針の策定に係る原子炉施設保安規定の変更認可申請書を提出しま

した。 

（2022 年 8 月 9 日お知らせ済み） 

 

 その後、炭素鋼配管の腐食に関する耐震安全性評価の解析値の一部（1箇所）に誤り

を確認したため、2022 年 9 月 15 日に原子力規制庁に報告を行いました。 

 また、本誤りを受けて評価書の再調査を実施したところ、設備情報の誤り（転記ミス

18 箇所）及び設備情報の訂正が必要となる箇所（131 箇所）の計 150 箇所の誤りを確認

したため、2022 年 12 月 21 日に原子力規制庁に報告を行いました。 

 

この度、評価書の記載誤りの訂正に加え、審査会合等における議論を反映し、本日、

原子力規制委員会に補正書を提出しましたので、お知らせします。 

 

今後、根本に立ち返った原因分析及び対策を取りまとめ、審査会合等でしっかりとご

説明してまいります。 

 

【主な補正内容】 

 ・記載内容の適正化 

 ・2 号機の設備情報から 3号機の設備情報に訂正 

 ・評価書の記載誤りに対する原因深掘り結果の反映 

 

以 上 
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2 

 

 

＊1 実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則 

   発電用原子炉設置者は、運転を開始した日以後三十年を経過していない発電用原

子炉に係る発電用原子炉施設について、発電用原子炉の運転を開始した日以後三十

年を経過する日までに、原子力規制委員会が定める発電用原子炉施設の安全を確保

する上で重要な機器及び構造物等に経年劣化に関する技術的な評価（高経年化技術

評価）を行い、この評価の結果に基づき、十年間に実施すべき当該発電用原子炉施

設についての施設管理に関する方針（長期施設管理方針）を策定しなければならな

い。 

（実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則 82 条第 1項） 

 

＊2 実用発電用原子炉施設における高経年化対策実施ガイド 

   発電用原子炉設置者が高経年化対策として実施する高経年化技術評価および長期

施設管理方針に関することについて、基本的な要求事項を規定するもの。 

   ・高経年化技術評価の実施及び見直し 

   ・長期施設管理方針の策定及び変更 

   ・長期施設管理方針の保安規定への反映等 

   ・長期施設管理方針に基づく施設管理 

 

＊3 高経年化技術評価 

   原子力発電所の安全上重要な機器・構造物に発生しているか、または発生する可

能性のあるすべての経年劣化事象の中から、高経年化対策上着目すべき経年劣化事

象を抽出し、これに対する機器・構造物の健全性について評価を行うとともに、現

状の施設管理が有効かどうかを確認し、必要に応じ、追加すべき保全策を抽出する

こと。 

 

＊4 長期施設管理方針 

   高経年化技術評価結果に基づき抽出された、今後 10 年間に行う施設管理項目およ

び実施時期をとりまとめたもの。 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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広報活動の取組み事項について

2023年4月12日

東京電力ホールディングス株式会社

新潟本社

■県民の皆さまへの説明会の取組み

いただいた声 ■説明会を行ったことを広く情報発信したほうが良い

取り組み事項
1月30日より県内５会場（柏崎市・刈羽村・長岡市・上越市・新潟市）において
開催した「県民の皆さまへの説明会」について、当社ホームページに説明会の動画や
各会場でいただいたご意見やご質問および当社回答について掲載いたしました
（３月２８日公開）

「県民の皆さまへの説明会」では一連の不適切事案を踏まえた、柏崎刈羽原子力発電所の取り組み状況や原子力
改革の進捗状況等をご報告いたしました。

https://www.tepco.co.jp/
niigata_hq/communication/
briefing/index-j.html

詳細はこちらから
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廃炉・汚染水・処理水対策の概要 ２０２３年３月３０日
廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合/事務局会議

1/9

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ
使用済燃料プールからの燃料取り出しは、2014年12月22日に4号機が完了し、2021年2月28日に３号機が完了しました。
引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。

１～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

２号機 燃料取り出し開始 2024年度～2026年度

初号機 燃料デブリ取り出し開始

２号機 2021年内
※新型コロナウイルス感染拡大の影響及び、
作業の安全性と確実性を高めるため、2023
年度後半目途の着手へ工程を見直し

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水は、多核種除去設備での処理を行い、
溶接型タンクで保管しています。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定
的に管理しています。また、建屋屋根の損傷部の補修や構内のフェーシング等により、降雨時の汚
染水発生量の増加も抑制傾向となり、汚染水発生量は、対策前の約540m3/日（2014年5
月）から約130m3/日（2021年度）まで低減しています。

• 汚染水発生量の更なる低減に向けて対策を進め、2025年内には100m3/日以下に抑制する
計画です。

シナリオ・技術の検討 設備の設計・製作 解体等原子炉施設の
解体等

汚染水対策 ～３つの取組～

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取組
①汚染源を「取り除く」 ②汚染源に水を「近づけない」 ③汚染水を「漏らさない」

（２）滞留水処理の完了に向けた取組
• 建屋滞留水水位を計画的に低下させるため、滞留水移送装置を追設する工事を進めております。
• 2020年に1～3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処理

が完了しました。
• 今後、原子炉建屋については2022年度～2024年度に滞留水の量を2020年末の半分程度に

低減させる計画です。
• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ

オライト土嚢等について、線量低減策及び安定化に向けた検討を進めています。

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取組
• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策を実施しました。現在、防潮堤設置の工事を進めてい

ます。また、豪雨対策として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとともに、排水路
強化等を計画的に実施していきます。

原子炉格納容器内の状況把握/
燃料デブリ取り出し方法の検討 等

燃料デブリ
取り出し

燃料デブリの
保管/搬出

1、3号機 2号機

燃料デブリの
取り出し

揚水井

地下水位

原子炉建屋

水ガラス
地盤改良

浄化処理

溶接型タンク

屋根損傷部補修

海
側
遮
水
壁

地
下
水
ド
レ
ン

陸
側
遮
水
壁

地
下
水
バ
イ
パ
ス

サ
ブ
ド
レ
ン

滞留水

陸
側
遮
水
壁

敷地舗装

タービン建屋

セシウム除去
淡水化

メガフロート
着底

港
湾

赤字：（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進
青字：（２）滞留水処理の完了
緑字：（３）汚染水対策の安定的な運用

更なる
水位低下

開
渠
内

トレンチ

防潮堤

汲み上げ

汲み上げ 汲み上げ

汲み上げ

汲み上げ

サ
ブ
ド
レ
ン

(注1)事故により溶け落ちた燃料

多核種除去設備等処理水の処分について
ALPS処理水の海洋放出に当たっては、安全に関する基準等

を遵守し、人及び周辺環境、農林水産品の安全を確保してま
いります。また、風評影響を最大限抑制するべく、モニタリングの
さらなる強化や第三者による客観性・透明性の確保、IAEAに
よる安全性確認などに取り組むとともに、正確な情報を透明性
高く、継続的に発信してまいります。

※1 人及び環境への放射線の影響評価を含む
※2 少量の放出から慎重に開始

ALPS処理水の
取扱いに関する
小委員会

東京電力原子力
規制委員会

東京電力政府

（
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2年程度

2021年4月13日に「廃炉・
汚染水・処理水対策関係
閣僚等会議」より決定

処理水対策

燃料
取り出し

燃料の
保管/搬出がれき撤去 等 燃料取り出し

設備の設置

3、4号機

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

1、2号機
2022年
7月22日

2021年
12月21日

2022年
8月4日

＜中長期ロードマップにおけるマイルストーン＞
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ALPS処理水の希釈放出設備、循環・攪拌運転について

包括的海域モニタリング閲覧システム（ORBS）の開設

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月安定的に推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく、 総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取組の状況

2号機

注水
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前室

遮へい体 構
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鉄
骨
組
立
中

使用済燃料
プール(SFP)

オペレーティングフロア
（オペフロ）

注水

392体

原子炉建屋(R/B) 1号機

養生バッグ
原子炉

格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料デブリ

ペデスタル

サプレッション
チェンバ（S/C）

仮
設
構
台
設
置
中

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31
凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

燃料取り出し用
カバー

取り出し完了燃料（体）
1535/1535*1

（2014/12/22燃料取り出し完了）

＊1：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む4号機3号機

注水

遮へい体

ドーム屋根
燃料取扱機
クレーン

FHMガーダ
566/566

（2021/2/28燃料取り出し完了）

取り出し完了燃料（体） 建屋滞留水処理の中長期ロードマップ
のマイルストーン達成

原子炉建屋内に存在する滞留水の系外漏え
いリスクの低減を目的に、滞留水の処理を進め
ています。
ダストの影響確認を行いながら、滞留水の水

位低下を図り、2023年3月に各建屋における
目標水位に到達し、1～3号機原子炉建屋に
ついて、「2022～2024年度に、原子炉建屋
滞留水を2020年末の半分程度に低減」の中
長期ロードマップのマイルストーンを達成しました。

政府が策定した「総合モニタリング計画」に基
づき、福島県、原子力規制委員会、環境省、
東京電力が、地点や頻度を拡充・強化した海
域モニタリングを実施しています。
モニタリング結果については、各機関にて公表

していますが、この度、海域の状況を客観的、
包括的に提示するため、各機関が公表したモニ
タリングの結果を収集し、地図上で一元的に閲
覧することのできるWebサイト「包括的海域モニ
タリング閲覧システム(ORBS)」を、3月13日に
開設※しました。
引き続き分かりやすい情報発信に努めます。 https://www.monitororbs.jp

包括的海域モニタリング
閲覧システム（ORBS；オーブス）

HICスラリーの移替え
作業の状況について

ALPSでの汚染水処理に伴い
発生した廃棄物(スラリー)は、
高性能容器(HIC)に収容し保
管しています。スラリーによるベー
タ線照射影響を受けたHICのう
ち、今年度の移替え目標の
HIC45基について、被ばく低減
対策を実施した上で移替え作
業を実施し、3月23日に作業
が完了しました。
引き続き、廃炉のリスク低減

対策に努めます。

福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた分析体制の整備に係る当面の対応
福島第一原子力発電所における分析体制について、今般、東京電力において、廃炉の時

間軸に沿って分析ニーズを明らかにした上で、分析計画を策定しました。
さらに廃棄物対策を円滑に実施できるよう、分析計画の策定等を踏まえ、分析体制の整

備を行うべく、当面対応すべき事項として、
●求められる人材スペックを念頭に人員を確保、分析の実務がJAEAの施設を中心に行われ

ることからその機会を最大限活用すること（人材育成・確保に向けた取組）
●今後の分析業務量の増加に備え、大熊第１棟の分析能力の拡充、大熊第２棟及び東

京電力の総合分析施設の着実な竣工（分析施設の整備に向けた取組）
●当面の取組を着実に実行するとともに分析計画・分析体制を不断に見直すこと、技術戦

略プランにおいても当面の対応や分析計画を踏まえて分析戦略の拡充等を行うこと（分
析を着実に実施していくための枠組みの準備）

等を整理しました。政府全体でこれらの取組への対応を強化していきます。

1号機 PCV内部調査（後半）の状況について
ALPS処理水の希釈放出設備のうち、測定・確認用設備は、3月15

日、原子力規制委員会より、使用前検査終了証を受領し、3月17日、
放射性核種の濃度を均質にするため、測定･確認用タンクB群の循環・
攪拌運転を開始しました。
3月19日に循環・攪拌運転を行っていないタンクA群(A10タンク)の水

位低下を確認したことから、速やかにタンクA群の出口弁を閉めています。
これにより、タンクの水位低下が止まったため、隔離弁のシートパスが原因
と推定しています。系外への漏えいや、外部への影響はありません。
閉じ込め機能が確保された3月19日から均質化に必要な時間を経過

した3月27日に、国と地元自治体の立会の下、試料のサンプリングを実
施しました。今後、放出基準を満たしているか分析していきます。
また、隔離弁のシートパスの原因については調査を進めており、今後の

再発防止に努めていきます。
＜ペデスタル開口左側配筋の状況＞

2023年3月4日から7日にかけて、
ROV-Bによる堆積物3Dマッピング作成の
ための計34箇所の調査を実施しました。
また、3月28日よりROV-A2によるペデス

タル内の調査を開始し、ペデスタル内側の
基礎部において一部配筋が露出しているこ
とを確認しています。ペデスタルの健全性に
関しては、過去IRIDで実施した耐震性評
価より、ペデスタルが一部欠損していても重
大なリスクはないと評価していますが、現時
点の情報は部分的なものであるため、可能
な限り多くの情報取得をすべく、引き続き
調査を継続し評価していきます。
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＜包括的海域モニタリング閲覧システム＞

※現在、海水中のセシウム及びトリチウムの結果を掲載

資料提供：国際廃炉研究開発機構(IRID)

底部堆積物

インナースカート

配筋

ペデスタル内ペデスタル外
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主な取組の配置図
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提供：日本スペースイメージング（株）2021.4.8撮影
Product(C)[2021] DigitalGlobe、 Inc.、 a Maxar company.
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５
号

MP-2

MP-4

MP-6

MP-3

MP-5

MP-7

MP-8

凍土方式による
陸側遮水壁

海側遮水壁

地下水バイパス
地
下
水
の
流
れ

MP-1

廃棄物処理・貯蔵設備
貯蔵庫設置予定エリア

廃棄物貯蔵庫
設置エリア

１
号

２
号

３
号

４
号サブドレン

敷地境界
増設雑固体廃棄物焼却設備

雑固体廃棄物焼却設備
高温焼却炉建屋

プロセス主建屋

地盤改良

包括的海域モニタリング閲覧システム（ORBS）の開設

タンク設置エリア

1号機 原子炉格納容器（PCV）内部調査
（後半）の状況について

建屋滞留水処理の中長期ロードマップのマイルストーン達成

HICスラリーの移替え作業の状況について

福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた分析体制の整備
に係る当面の対応

ALPS処理水の希釈放出設備、循環・攪拌運転について
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